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肝蛭症の実験的研究

(1）家兎におけるメタケノレカ Yア感染率，肝における肝蛭の寄生分布，

寄生数と感染家兎の鎗死との関係等について
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｛ましカミき

肝蛭症は肝蛭属（Fasciolidae）の寄生によって起こる

肝臓および胆管の疾病で、あって，主として家畜を侵すが，

人もまた感染し， FAO（国連食魁農業機構）および WHO

（世界保健機構）の専門委員会では人と動物共通の伝染病

として公認している

人体における肝蛭感染例は今日まで 150例以上に達

し，イギリス，フランス， ドイツ，イタリー，ハンガリ

ー， ソビエート， ベネズエラ， アノレゼンチン， キュワ

メ，シリア，ポノレトリコ，中国， 日本などから報告され

ている

わが｜且では稲田（1926）は胃潰場またはII旦褒炎を思わせ

る症状を呈した福岡県の患者の胆程内に寄生した l例を

報告し，償川（1947）は山梨県の患畜飼育者の糞便から肝

蛭卵の 1例を証明し，小宮・河口（1954）は同じく山梨県

における腸間膜リンパ節内寄生の 1例を報告している

最近，京都府立医大の吉田・中西・西田（1959）は兵庫県

豊岡地方において，肺吸虫症検索中，たまたま肝蛭虫卵

を持続的に排出する 1例を検出し，詳細な臨床検索後，

塩酸エメチン，スノレフアサイアジンの投薬を行ない，治

療に成功している

また，家畜肝蛭症はほとんど全世界にひろがり，各国

とも畜産業の発展に重大な支障をうけている．わが国に

おいてはとくに畜牛が侵され，今日の推計では全国畜牛

飼育頭数の 40%にあたる 128万頭が肝蛭症にかかリ，

その慣害は 160億をこえている．牛の外，めん羊，山羊

もこれに悩まされ，家兎，馬，猫，犬，モノレモットにも

寄生する

私は，過去8年にわたり肝蛭症の研究を行ない，今日

まで，牛肝蛭症の実験的研究，皮内反応に関する研究，

めん，山羊肝蛭症の研究，中間宿主ヒメモノアラガイの

研究等について報告するところがあった．

今回は，肝蛭症の実験的研究のうち，とくに家兎肝蛭

症に関す所見をまとめ，これを第 1,2および3報として

報告することとする

まず本報告においては，家兎におけるメタケノレカリア

感染率，肝における肝蛭の寄生分布，寄生数と感染家兎

の鎗死との関係などについて述べる．

肝蛭メタケノレカリアが，終宿主動物の消化管内に摂取

されて，肝臓に達する経路については，いままで多くの

研究者によって追求され次のような説が報告されてい

る．すなわち，小腸で．被褒より瀞離した肝蛭幼虫は，

(1）十二指腸の総胆管開口部を求めて直接侵入し，胆管

内に達する. (2）腸壁粘膜組織中に侵入し，ついでその

附近に分布する血管慢を穿孔してその中に侵入し，つい

でその附近に分布する血管壁を穿孔してその中に侵入

し，それより門脈系統をたどって肝臓に達する. (3）腸

控を穿通して腸腔に出て，諸臓器の表面をほふくしつつ

肝臓にいたり，肝表面より穿入して，肝実質を通過して

胆管内に達する. (4）胎盤感染．

以上の 4つの説に対して小野らは初めて多数の人工感

染家兎および自然感染牛について系統的な研究を行な

い，（3）の説を主張し，ただまれに（2）の経路の有する

ことを認めている．このような感染経路をもっといわれ

る肝蛭のメタケノレカリアが，経口的に摂取されて， どの

程度肝臓に達して成虫に発育し得るか，また，肝臓に達

した成虫は，肝臓のいかなる部位に棲息するかは極めて

興味あることがらである．今回これらを究明するため

に，家兎を用いて肝蛭メタケノレカリアを感染させ観察を

おこなった また肝蛭寄生数と宿生家兎の銘死との関

係，メタケノレカリアの作製年度別による感染率の比較に

ついても併せて検索をおこなったので，その大要につい

て報告する
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材料および方法

(1）肝蛭メタケノレカリアの採集

自然感染肝蛭症牛の胆嚢より採集した肝蛭卵を解卵器

内で鮮化させ，瀞出したミラキデイウムを中間宿主であ

るヒメモノアラガイ Lymnaeaollulaに感染させ，自然

に併出したケノレカリアをクロパーの葉に附着被；棄させ

た．

(2）感染法

感染に用いた肝蛭メタケ／レカリアは，被寝後48時間

以上のもので 10日を経過しないものを用v＇，経口的に

感染をおこなった．

(3）実験動物

実験に用いた家兎は体重 1.915～2.755 kgのもの 37

匹を使用した．これらは，いずれもメタケノレカリア感染

後 50～404日を経過し，路死または屠殺後検索したもの
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実験成績

1. メタケノレカリアの感染率

メタケノレカリアの感染率とは，経口投与したメタケル

カリア数に対して，剖検時肝臓内で発見された成虫数の

100分比である

メタケノレカリア 10個を家兎 11匹， 15個を 6匹， 20 

個を 6匹， 30個を 10匹， 60個を 4匹の家兎にそれぞれ

感染させ， 50～404日経過したものについて剖検をおこ

なったのであるが，全実験例の平均感染率は 45.2%で

あった． すなわち， メタケノレアリア 10個を感染させた

11匹の家兎のうち， No.22では肝蛭寄生数 10隻， 100

%で最も高い感染率をみとめた.No. 21, No. 44, 9隻，

No. 25, No. 40, 7隻， No.43, 6隻， No.42, 5隻，

No. 45, 4隻， No.41, 3隻， No.39, 2隻の肝蛭を

みとめ，最も低い感染率を示したのは No.24の 1隻

10.0 %で、あった．これらの平均感染率は 57.3%であっ

fこ．

メタケノレカリア 15個ずつ感染させた 6匹の家兎では，

最も感染率の高かったのは， No.33, No. 31において

10隻の肝蛭をみとめ，感染率 67.0 %であった．また

No. 34, No. 37では 7隻， 47.0 %であったが，他の

No. 32, No. 35においては感染率は著しく低く， 1隻

7.0%の肝蛭をみとめるにすぎなかった． これらの平均

感染率は 40.0%であった．

メタケノレカリア 20個ずつ感染させた家兎匹のうち，

感染率の最も高かかったのは No.30において 11隻の

肝蛭をみとめ 55.0%で、あった．ついで No.29の 10隻

No. 19, 7隻， No.18, No. 16では 3隻の肝蛭をみと

めた．また， No.20においては全く肝蛭は寄生してい

なかった（感染初期において肝蛭虫卵を検出した）．これ

らの平均感染率は 28.3%で、あった．

メタケノレカリア 30個ずつ感染させた家兎 10匹につい

て検索したところ，最も高い感染率を示したのは No.7 

の 26隻， 87.0をみとめた．ついで No.10の・24隻，

80.0 °{i, No. 9の 23隻， 77.0%, No. 6 の 16隻，

53.0%, No. 11の 14隻， 47.0%, No. 8の 13隻，

43.0 %, No. 15の 9隻， 30.0%, No. 14の7隻， 23.0

%であった また最も低い感染率を示したのは No.13 

の3隻， 10.0%であった． これらの平均感染率は 49.0

%であった

メタケルカリア 60個ずつを家兎 4匹に感染させ， 最

も高い感染率を示したのは， No.1の 33隻， 55.0 %で
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あったついで No.3の 32隻， 53.0%, No. 5の26

隻， 43.0%であったが，最も低い感染率を示したのは

No. 2の 18隻 30.0%であった．これらの平均感染率は

45.4 %であった．

また各群の最高と最低の感染率は次のようであった．

10個感染群 10.0～100%, 15個感染群7.0～67.0%, 20 

個感染群0～55.0%, 30個感染群 10.0～87.0%, 60個

感染群30.0～55.0%であり，最高と最低の感染率の間

隔は， 10個感染群においてとくに著しく， 60個感染群

においですくなかった．

2. 肝臓（胆管）における肝蛭の寄生分布

肝臓内における肝蛭の棲息部は主として胆管であっ

て3 わずかに肝表面，肝実質においてみとめた．肝臓を

外左葉，内左葉，外右葉，内右葉，尾状葉，総目旦管（肝

管を含む），胆嚢，肝表面とに区分し，肝蛭の棲息部位

を検索したところ次のような分布を示した

肝臓に寄生する肝蛭総数は 389隻であって，そのうち

最も高い寄生をみとめた部位は総胆管の 144隻， 37.0%

であった．ついで内左葉78隻， 20.1 %，外左葉55隻，

14.1 %, 内右葉54隻， 13.9 %, タト右葉 34隻， 8.7%, 

肝表面 12隻， 3.1%，胆嚢 11隻， 2.8%，尾状葉1隻，

0.3 %で、あった また，月干蛭が苦手生する各部位を頭数別

にみると，全頭数36匹のうち，総胆管 30匹で最も多く，

ついで内左葉26匹， 内右葉23匹， 外右葉 19匹，外左

葉 16匹，胆嚢7匹，月干表面2匹，尾状葉 1匹であった．

3. 肝蛭寄生数と宿主の雛死との関係

肝臓に寄生する肝蛭数と宿主家兎の感染後擁死するま

45.5 109 240 49.0 147 300 34 28.3 120 40.0 36 90 57.3 63 計 110

外左葉

内左葉

内右葉

外右葉

家兎肝臓の主要胆管の分布図

尾扶葉

総胆管

胆嚢

e

f

g

 

a
b
e
d
 第 l図

での経過日数との関係を 28頭の家兎について検索した．

すなわち，肝蛭23～32隻寄生している 6匹の家兎では，

経過日数52～175日で弊死した また平均経過日数は

100日であった肝蛭 11～18隻寄生していた6匹の家兎

では，経過日数62～330日の問に鎗死し，平均経過日数

は 112日であった. 6～10の肝蛭が寄生している 10匹

の家兎の鑓死までの経過日数は 50～221日，平均日数

103日で、あった．また 1～3隻の低い寄生をみる 6匹の

家兎では， 69～404日の経過日数であって， 平均日数は

135日であった．

4. 月干蛭メタケノレカリアの作製年度別による感染率
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総括と考察

人工的に作製した肝蛭メタケノレカリアを家兎に経口的

に感染させ，メタケルカリアの感染率，肝臓における肝

蛭の寄生分布，肝蛭寄生数と宿主家兎の姥死との関係，

メタケノレカリアの作製年度別による感染率について観察

L，これらを総括，考察すればつぎのようである

肝蛭メタケ／レカリアが経口的に摂取され，小腸でネ~；衰

を脱して，肝臓に到達する経路については占くより論議

され，現今においては小腸壁を穿通し腹腔に出て，諸臓

器の表面をほふくしつつ肝臓に至り，肝表前より穿入す

るということが主要感染経路とされている．肝臓に達

した幼肝蛭は，肝臓のいずれの部分において発育を完成

するかにつし、ては、一般にns.管においてのみ成虫になり

うるものと知られてU、る．しかし，白井は家兎，モノレモ

ット，マウス等の小動物においては，胆管に寄生するも

のは極めて少なし肝蛭は常に肝臓実質に棲息し，まれ

に胆管に寄生すると述べている．また鈴木は自然感染肝

蛭牛によって，肝蛭虫体の発育によって本来の棲息部位

を求めている．すなわち，肝実質内に寄生する虫体の長

径は 13.45mm×4.407 mmであって，胆管に寄生する

染率であった．
3 

自然感染肝蛭症牛の胆’淀より採集した肝蛭卵を，人工

的に鮮化させ作製したメタケノレカリアの感染率を，作製

年度によって差異があるかを検索したメタケノレカリア

を作製した期日は 6月（夏期）、 10月（秋期）， 12月 （冬

期）の 3期である．昭和 33年 6月作製したメタケノレカリ

ア'.390何を家兎 9匹に感染させたところ，検出した肝蛇

は211匹，感染率 54.1%であった 同年 12月において

作製したメタケノレカリア 230個を家兎 9匹に感染させ，

認めた肝蛭は 58隻， 25.2%の感染率であった．昭和34

年 6月において， 家兎6匹にメタセノレカリア 80個を感

染させ 48隻の肝蛭をみとめ，感染率は 60.0%であっ

た．また同年 10月におけるメタケノレカリア 160個を家

克.13匹に感染させ，みとめた肝蛭は 72隻， 45.0%の感

3
3
4
4
 1 

計 55 78 54 34 1 144 11 12 389 
% 14.1 20.1 13.9 8.7 0.3 37.0 2.8 3.1 

＊実質寄生

2 
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i
1ょ
1
ょ

1 

ー
ょ
っ
中
円
4

1
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第 5表 肝蛭メタケJレカ Fアの作製年度別による感染率

昭和 33年 6 月 昭和 33年 12月 昭和 34年 6 月 昭和 34年 10月

検番査 メタケJレカ 検虫体出 検番査 メタケルカ 検虫体出 検番査号 メリタケJレカ 検虫体出 検番査 メタケJレカ 検虫体出
号リア感染数 数 号 Pア感染数 数 ア感染数 数 号リア感染数 数

6 30 16 18 20 3 
9 II 23 19 II 7 

8 II 13 20 II 。
10 II 24 16 II 3 
7 II 26 14 30 7 

3 60 32 11 II 14 
5 II 26 12 II 12 
1 II 33 15 II 9 
つ II 18 13 II 3 

計 390 211 230 58 

% 54.1 25.2 

肝蛭は 25.22mm×7.63mmを計測し，肝実質内に棲

息する肝蛭は，胆管内に寄生する肝蛭に比較して著しく

少さく，また発育状態も極めて幼若であることから，胆

管系統は真の寄生部位としている．小野らは 26匹の家

兎に人工感染をおこない，肝蛭はほとんど胆管内に寄生

し，実質中には感染初期におし、てのみみられ， 50H以後

は壊死巣内に梅めて少数の肝蛭を認めるにすぎないと報

告している．今同私のおこなった感染後 50日以 l：経過

した 36匹の肝蛭症家兎では，ほとんどが胆竹内に寄生

しており，実J貨1[1に肝蛭をみとめたものは 2匹で、あった．

これら 2匹の家兎は，感染後 52日経過した No.3と61

H経過をとった No.30であった．すなわち、 No. 3に

おいては感染させたメタケノレカリアは GOf肌検出した肝

恒は 32~主であって，そのうち 19 隻を実質中にみとめた．

また No.30では 20個のメタセノレカリアを感染させ，

11隻の肝蛭をみとめたが，そのうち 3告のみ’長質中に棲

息していた．以との実験例の他に sor1を経過しない家

兎についてこれらの点につU、て観察した．家兎 3匹にメ

タケノレカリア 60個を感染させ，感染後 20日nにおU、て

~ ~（No. 26, No. 27), 30日円に 1llC. (No. 28）を剖検

をおこない司みとめた肝蛇は， No. 28では肝臓実質中

に怯息する 21隻のがJ若虫体を検／.I＇，した．また他の例に

おいてもすべて肝蛭は肝臓実質q1に按，巴、していることを

知った．以上の実験例を考察するに，肝臓に到達した幼

肝蛭は、いったん実質中に穿入し，感染後 50～60日を

境として胆管に移行して成虫に発育するもののようであ

り、家兎の如き小動物においても，月干蛭の本来の棲息、部

は反2活動物と同様胆管内であると考えられる．

25 10 7 43 10 6 
24 II 1 39 II 2 
21 II 9 40 II 7 
22 II 10 42 II 5 
30 20 11 44 II 9 
29 II 10 41 II 3 

45 II 4 
33 15 10 
32 II 1 
31 II 10 
34 " 7 
37 II 

35 II 1 

80 48 160 72 

60.0 45.0 

全実験例のメタケノレカリアの平均感染率は 45.2%で

あった．またメタケノレカリアの投与数を 10, 15, 20, 

30, 60個とそれぞれ区分して感染を行い，それぞれの感

染率は 57.3%, 40.0 %, 28.3 %, 49.0 %, 45.4 %で

あって 20個感染群を除いてはほぼ40～50%の感染率で

あった．しかし小野ら行った同様の試験では 9.0%と低

い感染率であって，木実験の成績とは著しい差異があっ

た．白井は家兎モノレモット，マウス等の小動物において

観察し，肝臓実質を肝蛭木来の楼息部とし，肝臓組織を

崩壊することによって虫体はぜんじ死滅消失するものと

している．しかし木尖験のメタケJレカリアの感染率は j~:j

率を示し、特に感染率の高かったのは 37匹の家兎のう

ち， 100% 1匹‘ 90%, 2同， 80% 2匹， 70%3匹，

60 % 3匹‘ 50% 6匹であった． これらのことから、肝

臓に到達した幼肝蛭が死滅するということよりも，むし

ろメタケノレカリアの感染能力あるいは経Il投与されてか

ら肝臓に達するまでの問において、死滅，感染力の低下

が感染率に大きく影科するものと考えられる

肝臓を外左菜、内左葉，内右葉，外右柴， ）:f:.状葉，総

胆？？（月干？？を合む）司胆嚢，肝表面とに区分して，肝蛭の

守＇－！＝.分ずflを検索したところ最も高い守生率をみとめたの

は、総nr1作の 37.0%で、あった．ついで内在弟20.l%, 

外左柴 14.1%、内市葉 13.9%、外右葉8.7%，肝表面

3.1 %，胆誕2.8%，尼状葉0.3%であった．小野らに

よる肝舵の寄生分布は，総ft!l管25.0%，腹腔 19.0%、

内側布葉 18.0%，内側左葉 16.0%，外側左葉 10.0%,

外側右葉7.3%，尾状莱 3.4%, JJB.喋および肝掛脈内に

それぞれ0.8%の寄生率と報件している．これらの成績

( 49 ) 
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と今回の実験とを比較すれば若干の差異がみとめられ

る．しかし，小野らの供試動物は感染初期のものが多く，

肝組織中をほふく中の幼肝蛭であって，いまだ固有の守

生部位に定着をみないものと考えられる．本実験の供試

材料は，すべて感染後50日以上経過のものにおいての

み検索をおこなったことに差異が生じたものと思われ

る また一般に肝蛭は，肝臓の左葉に多く寄生すること

は周知のとおりであり，胆管，血管の主流が左葉に走っ

ていることに意義づけている．家兎においても， 内左

葉，外左葉および内右葉は他の部に比較し病変が高度で

あることは，他の動物と同様胆管，血管の分布によるも

のと考えられるが，その他に肝臓の各葉の位置も感染に

関与しているのではないかとおもわれる．

肝臓における肝蛭寄生数と宿主家兎の繁死との関係は

肝蛭23～32隻の寄生では平均 100日， Jl～18隻では平

均 112日， 6～10では平均 103日， l～3においては平均

135日の経過日数であって，月干蛭寄生数が減少するに従

って宿主家兎の生存期間は延長する傾向にあった．また

総胆管および肝管附近に多く肝蛭が寄生している家兎よ

りも，その他の細胆管に肝蛭が寄生している家兎の方が

生存期間は短かかった．また，ときとして 1隻の肝蛭が

貯留物とともに総胆管を閉塞し弊死をきたした例もあっ

た

メタケノレカリアの作製年度による感染率は，夏期，秋

期，冬期にわたって行った すなわち，昭和33年 6月

の平均感染率は 54.1%, 同年 12月では 25.2%, 昭和

34年6月では 60.0%，同年 10月 45.0%の平均感染率

を示し，夏期から冬期すすむに従い，メタケノレカリアの

感染率は低下する傾向にあった．

まとめ

私は家兎37匹を用いて，人工的に作製した肝蛭メタ

ケノレカリアを経口的に投与し，メタケノレカリアの感染率，

肝臓における肝蛭の寄生分布，月干蛭寄生数と宿主家兎の

弊死との関係，メタケノレカリア作製年度による感染率に

ついて実験をおこない次の結果を得た．

1. メタケノレカリアの平均感染率は 45.2%で、あった

2. 肝臓における肝蛭の寄生分布は，メタケノレカリア

感染後 50日以上経過したものでは，総胆管37.0%，内

左葉20.1%，外左葉 14.1%, 内右葉 13.9%, 外右葉

8.7 %，肝表面 3.1%，胆嚢2.8%, 尾状葉 0.3%であ

った

3. 肝蛭寄生数と宿主家兎の弊死との関係は，肝蛭寄

生数の減少にともない，宿主の生存期間が延長する傾向

にあった．

4. メタケノレカリアの作製年度による感染率の差は，

夏期において最も高く，秋期，冬期にすすむに従い感染

率は低下した．

稿を終わるに当 P，終始御指導，御校聞をいただきま

した小野豊教授に深甚の謝意を表します．
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EXPERIMENT AL STUDIES ON FASCIOLIASIS 

1. INFECTION RATE OF MET ACERCARIA IN RABBITS, DISTRIBUTION 

OF FASCIOLA HEPATICA IN THE LIVER, AND RELATIONS 

BETWEEN THE NUMBER OF PARASITES AND 

DEATH OF INFECTED RABBITS 

SHIGE KIMURA 

(Laboratory of Veterinary 1¥1edicine, Hyogo University of Agriclture, 

Sasayama, Hyogo Prefecture, Japan) 

The author has already reported the results of experiments on artificial infection of Fasciola 

hepatica in animals. 

The present experiments were carried out on 37 rabbits. The results obtained are sum-

marized as follows. 

1. A number of metacercariae that had reached the liver often took off cyst in the 

intestine of the五nalhost. When groups of rabbits were given 10, 15, 20, 30, and 60 metacer-

cariae each, they showed infection rates of 57. 3, 40. 0, 28. 3, 49. 0 and 45. 4 per cent, respectively. 

The average rate of infection was 45. 2 per cent. 

2. In the early stage of infection, a comparatively large number of flukes were found in 

the abdominal cavity and the parenchyma of the liver. However, 50 days after infection, the 

flukes were mostly found in the bile ducts. In short, the parasites in all the experimental 

rabbits were distributed as follows : ductus choleclochus, 37. 0% ; right medial lobe, 20.190 ; left 

lateral lobe, 14.1 % ; left medial lobe, 13. 9% ; right lateral lobe, 8. 7% ; surface of the liver, 

3.1%; gall-bladder, 2.8%; and caudate lobe, 0.3%. 

3. The relations between the number of parasites in the liver and cleat.h of the final host 

were examined. The survival of the host was prolonged in accordance with the decrease in 

number of parasites. 

4. The rate of infection with metacercariae was different depending on the year when 

they were prepared. It was the highest in summer and decreased in autumn and winter as 

time passed by. 
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